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一般社団法人神奈川県作業療法士会 平成 30年度 第 5回社員総会 議事録 

 

 平成 30年 5月 27日(日)10時より、神奈川県横浜市中区寿町 1-4 かながわ労働プラザにおいて、一

般社団法人神奈川県作業療法士会(以下、本会)平成 30年度第 5回社員総会を開催した。 

 

 議決権のある正社員総数(平成 30年 5月 27日現在の代議員総数)   70名 

 代議員の議決権の数(本会定款第 29条より)   代議員総数の 3分の１以上の出席 

 出席代議員数(平成 30年 5月 27日 10時 12分現在)    43名 

 委任状数         27名 

 議決権の総数         70名 

 

  総会役員  議長   田中 秀和 

        副議長  福留 大輔 

        書記   牧山 大輔 

             山﨑 純一 

     議事運営委員  平山 康一 

             平野 航希 

     議事録署名人  明立 早香 

             岩切 七彦 

 

 定刻に至り、金山理事による開会の辞の後、議長、副議長、議事運営委員、書記、議事録署名人を総

会出席者より上記の通り選任した。 

錠内代表理事挨拶の際、前日である 5月 26日に日本作業療法士協会の社員総会が行われ、作業療法

の定義が 1985 年ぶりに変更になったことが報告される。次に、特別顧問である渡邉愼一氏が参加して

いることと本総会終了後に表彰式を執り行うとの報告がある。その後、議事運営委員より、総会成立宣

言及び議事運営案の提案があり、賛成多数で可決し、その後、議案審議に入ることとなった。なお、出

席理事は次のとおりである。 

 

代表理事 錠内広之    理事 奥原孝幸    理事 村越妙美    監事 田中ゆかり 

理事 野々垣睦美   理事 神保武則    理事 澤口 勇    監事 楜澤直美 

理事 木村修介    理事 玖島弘規    理事 佐藤良枝 

理事 金山桂     理事 名古屋和茂   理事 大郷和成 

理事 吉本雅一    理事 野本義則 

理事 佐々木秀一   理事 作田浩行   

 

議案 

  報告事項 2017年度（平成 29年度）事業報告、決算報告ならびに監査報告 

  決議事項 第 1号議案 2018年度（平成 30年度）事業計画（案） 

       第 2号議案 2018年度（平成 30年度）予算案（案） 

       第 3号議案 定款の変更について 

       第 4号議案 規約の変更について 

 

1．議事運営委員報告 

議事運営委員は、総会成立及び総会議事運営案について以下のように報告、提案した。 

議事運営委員長(平山氏)： 

平成 30年 5月 27日現在の代議員総数は 70名で、本日午 10時 12分現在、代議員総数のうち 43

名が出席し、委任状による委任数が 27名、合計 70名で総会開会の定足数、正総会員総数の 3分の
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1以上を満たしており、本総会は成立していることを確認し報告します。 

なお、この総会において、3 名の傍聴者が出席しております。「定款第 35 条 正会員は、総会の

傍聴を行う権利を有する」ことから傍聴人については認めていくこととします。 

次に議事運営案を提示します。 

1．本総会には、第 1号、第 2号、第 3号、第 4号、議案の他には議案は提出されておりませ

ん。 

2．議案に質疑をされる方は、挙手をもって議長の指名を受けた後、所属・氏名を明確にした

後に発言して下さい。 

3．第１号議案及び第 2号議案は平成 30年度の事業計画（案）及び予算（案）であるので一

括して説明、審議することとします。 

 

議長：議事運営案について決議を取り、賛成多数のため議事運営案は承認された。 

   

2．議案の審議 

 (1)報告事項 2017年度（平成 29年度）事業報告、決算報告ならびに監査報告について 

2017 年度（平成 29 年度）事業報告について錠内代表理事より説明がなされた。続いて 2017 年 

度決算報告について吉本理事より説明がなされたのち、監査結果について田中監事より適正に執行

されている旨の報告があった。 

 

   質疑なく、決議事項に移る。 

    

（2）第 1号議案 2018年度（平成 30年度）事業計画（案）、第 2号議案 2018年度（平成 30年度）

予算案について 

第 1号議案 2018年度（平成 30年度）事業計画（案）について、錠内代表理事より説明がなさ                   

れた。またブロック化について澤口理事と神保理事が説明した。続いて第 2号議案 2018年度（平 

成 30年度）予算（案）について、吉本理事より説明がなされた。 

 

質疑は以下の通り行われた。 

Q．ブロック化について説明があったが、広報の予算は減っているように思う。若いスタッフは  

ウェブで情報を集めているので若手に伝わるよう広報を活用してほしい。（神奈川リハビリテー

ション病院：青木健氏） 

A．神保理事：今年度は事務局に予算を積んでいる。本年度は 10回程度の会議を予定している。 

始まったばかりなので会員への協力も含めて活用方法を検討したい。 

Q.認知症アップデート研修会は協会も関わる重要な研修と認識している。昨年度参加者は 32名で   

あるが本年度も年 1回の開催でよいのか。（みどり野リハビリテーション病院：白熊千裕氏） 

A.佐藤理事：場所や時期についてオレンジマルシェで周知済み。昨年度は小田原、今年度は横浜で   

80名規模で開催予定。実施場所を変更することで参加者を増やしたい。 

Q.制度対策部からの運転に関するアンケートに答えた。今年度はどのようになるのか。（みどり野 

リハビリテーション病院：花宮徳介氏） 

A.野本理事：基本的に日本作業療法士協会と連携していくが、県士会全体でも連携していきたい。 

 

  質疑が終わり第 1号議案および第 2号議案の採決に入る。 

  →反対０名、保留０名、賛成 70名を認め、第 1号議案は承認される。 

 →反対０名、保留０名、賛成 70名を認め、第 2号議案は承認される。 

 

（3）第 3号議案 定款の変更について 

名古屋理事より情報公開および個人情報の保護について法律が変更された際に迅速に対応する
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ため理事会の議決で対応したい旨、説明がなされた。 

 

  質疑がなく、第 3号議案の採決に入る。 

  →反対０名、保留０名、賛成 70名を認め、第 3号議案は承認される。 

 

（4）第 4号議案 規約の承認について 

引き続き名古屋理事より規約の変更について説明がなされた。個人情報保護規定については定款

同様、迅速に対応するため、文書管理規定と公印管理規定については事務的な手続きのためいずれ

も理事会の議決で対応したい旨、説明がなされた。また、代議員選挙規定については変更および廃

止の項目が抜けていたため新設する。 

 

 質疑がなく、第 4号議案の採決に入る。 

 →反対０名、保留０名、賛成 70名を認め、第 4号議案は承認される。 

 

議長は以上をもって、全議案が承認されたと宣言した。 

 

3、表彰式 

 議長団の解任後、金山理事より以下の方々の紹介があった。 

 

 杉本由美子先生  平成 30年度日本作業療法協会特別表彰 受賞 

 田中節子先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会特別功労表彰 受賞 

 土岐玲子先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会特別功労表彰 受賞 

 鶴見隆彦先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会特別功労表彰 受賞 

 三宅久子先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会功労表彰 受賞 

 菅井京子先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会功労表彰 受賞 

 中村光枝先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会功労表彰 受賞 

 畠中佳代子先生  平成 30年度神奈川県作業療法士会功労表彰 受賞 

 原沢祐子先生   平成 30年度神奈川県作業療法士会功労表彰 受賞 

 

 ご来席された杉本由美子先生と中村光枝先生の表彰式を行い、閉会となった。 

 

 以上、決議を明確にするため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人がこれに署名または記名押

印する。                                                       

                 (文責 書記：牧山大輔・山崎純一) 

平成 30年 5月 27日 

 

議長      田中 秀和     認印  

 

議事録署名人  明立 早香     認印  

 

議事録署名人  岩切 七彦     認印  

 


